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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛細管作用によって塗布液を送る芯のためのペン先ホルダであって、
　組立て状態において前記芯（ＫＭ）を収容し、該芯（ＫＭ）のペン先（ＳＰ）方向に面
しかつ前記組立て状態において前記芯（ＫＭ）のペン先（ＳＰ）をそこから突出させてい
る第１スリーブ末端（４０ａ）と、ペン本体方向に面する第２スリーブ末端（４０ｂ）と
を備えた固定用スリーブ（４０）と、
　前記組立て状態において前記芯（ＫＭ）を前記ペン本体に取り付け、かつ前記芯（ＫＭ
）のペン先（ＳＰ）方向に面する第１筒端（２０ａ）と、ペン本体方向に面する第２筒端
（２０ｂ）とを備えた支持筒（２０）とを有し、
　前記固定用スリーブ（４０）が少なくとも部分的に前記支持筒（２０）内に収容されて
いるペン先ホルダにおいて、
　前記固定用スリーブ（４０）および前記支持筒（２０）が一体に結合されており、
　前記固定用スリーブ（４０）が、前記支持筒（２０）に対して前記芯（ＫＭ）とともに
軸線方向に弾性的に移動可能な態様で、前記支持筒（２０）に一体に結合されていること
を特徴とするペン先ホルダ。
【請求項２】
　毛細管作用によって塗布液を送る芯のためのペン先ホルダであって、
　組立て状態において前記芯（ＫＭ）を収容し、該芯（ＫＭ）のペン先（ＳＰ）方向に面
しかつ前記組立て状態において前記芯（ＫＭ）のペン先（ＳＰ）をそこから突出させてい
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る第１スリーブ末端（４０ａ）と、ペン本体方向に面する第２スリーブ末端（４０ｂ）と
を備えた固定用スリーブ（４０）と、
　前記組立て状態において前記芯（ＫＭ）を前記ペン本体に取り付け、かつ前記芯（ＫＭ
）のペン先（ＳＰ）方向に面する第１筒端（２０ａ）と、ペン本体方向に面する第２筒端
（２０ｂ）とを備えた支持筒（２０）とを有し、
　前記固定用スリーブ（４０）が少なくとも部分的に前記支持筒（２０）内に収容されて
いるペン先ホルダにおいて、
　前記固定用スリーブ（４０）および前記支持筒（２０）が一体に結合されており、
　中空の前記支持筒（２０）の内壁と前記固定用スリーブ（４０）の外壁との間に、該固
定用スリーブ（４０）を取り囲む中間的空間が、前記支持筒（２０）と一体の結合部（５
０）の位置まで設けられていることを特徴とするペン先ホルダ。
【請求項３】
　毛細管作用によって塗布液を送る芯のためのペン先ホルダであって、
　組立て状態において前記芯（ＫＭ）を収容し、該芯（ＫＭ）のペン先（ＳＰ）方向に面
しかつ前記組立て状態において前記芯（ＫＭ）のペン先（ＳＰ）をそこから突出させてい
る第１スリーブ末端（４０ａ）と、ペン本体方向に面する第２スリーブ末端（４０ｂ）と
を備えた固定用スリーブ（４０）と、
　前記組立て状態において前記芯（ＫＭ）を前記ペン本体に取り付け、かつ前記芯（ＫＭ
）のペン先（ＳＰ）方向に面する第１筒端（２０ａ）と、ペン本体方向に面する第２筒端
（２０ｂ）とを備えた支持筒（２０）とを有し、
　前記固定用スリーブ（４０）が少なくとも部分的に前記支持筒（２０）内に収容されて
いるペン先ホルダにおいて、
　前記固定用スリーブ（４０）および前記支持筒（２０）が一体に結合されており、
　前記固定用スリーブ（４０）が、該固定用スリーブ（４０）のペン本体方向に面する前
記第２スリーブ末端（４０ｂ）を介して前記支持筒（２０）に結合されていることを特徴
とするペン先ホルダ。
【請求項４】
　毛細管作用によって塗布液を送る芯のためのペン先ホルダであって、
　組立て状態において前記芯（ＫＭ）を収容し、該芯（ＫＭ）のペン先（ＳＰ）方向に面
しかつ前記組立て状態において前記芯（ＫＭ）のペン先（ＳＰ）をそこから突出させてい
る第１スリーブ末端（４０ａ）と、ペン本体方向に面する第２スリーブ末端（４０ｂ）と
を備えた固定用スリーブ（４０）と、
　前記組立て状態において前記芯（ＫＭ）を前記ペン本体に取り付け、かつ前記芯（ＫＭ
）のペン先（ＳＰ）方向に面する第１筒端（２０ａ）と、ペン本体方向に面する第２筒端
（２０ｂ）とを備えた支持筒（２０）とを有し、
　前記固定用スリーブ（４０）が少なくとも部分的に前記支持筒（２０）内に収容されて
いるペン先ホルダにおいて、
　前記固定用スリーブ（４０）および前記支持筒（２０）が一体に結合されており、
　前記固定用スリーブ（４０）が、前記第１スリーブ末端（４０ａ）から延びかつ前記組
立て状態においてその内壁が前記芯（ＫＭ）を取り囲む第１スリーブ部分（４０ｃ）と、
該第１スリーブ部分（４０ｃ）から前記第２スリーブ末端（４０ｂ）に向って延びる第２
スリーブ部分（４０ｄ）と、前記第２スリーブ末端（４０ｂ）から前記第２スリーブ部分
（４０ｄ）に向って延びかつ前記第１スリーブ部分（４０ｃ）から前記第２スリーブ末端
（４０ｂ）に向かって切頭円錐形状に拡径する第３スリーブ部分（４０ｅ）とを有するこ
とを特徴とするペン先ホルダ。
【請求項５】
　前記芯が細線用筆記具の芯であることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項記載
のペン先ホルダ。
【請求項６】
　前記中間的空間が前記固定用スリーブ（４０）を同軸的に取り囲むことを特徴とする請
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求項２記載のペン先ホルダ。
【請求項７】
　前記一体的結合部（５０）の曲げ剛性が、前記固定用スリーブ（４０）および／または
前記支持筒（２０）の曲げ剛性よりも低いことを特徴とする請求項２または６記載のペン
先ホルダ。
【請求項８】
　前記固定用スリーブ（４０）が、前記支持筒（２０）の内側に結合されていることを特
徴とする請求項３記載のペン先ホルダ。
【請求項９】
　前記固定用スリーブ（４０）および前記中間的空間が、該支持筒（２０）の長手方向の
軸線（Ｍ）と同軸的に配置されていることを特徴とする請求項２、６、７のいずれか１項
記載のペン先ホルダ。
【請求項１０】
　前記固定用スリーブ（４０）と前記支持筒（２０）との間の一体的結合部（５０）が、
前記支持筒（２０）の内壁に向かって半径方向に延びかつ前記固定用スリーブ（４０）の
第２スリーブ末端（４０ｂ）を取り囲む突出部によって形成され、該一体的結合部（５０
）の位置で前記第３スリーブ部分（４０ｅ）の切頭円錐体が終端していることを特徴とす
る請求項４記載のペン先ホルダ。
【請求項１１】
　前記固定用スリーブ（４０）の少なくとも前記第１スリーブ部分（４０ｃ）が、前記支
持筒（２０）の外部に突出していることを特徴とする請求項４または１０記載のペン先ホ
ルダ。
【請求項１２】
　前記一体的結合部（５０）および／または前記固定用スリーブ（４０）の一部（４０ｅ
）が、少なくとも一つの通気孔（５０ａ）を備えていることを特徴とする１から１１のい
ずれか１項記載のペン先ホルダ。
【請求項１３】
　前記少なくとも一つの通気孔（５０ａ）が等距離に間隔の置かれた三つの通気孔である
ことを特徴とする１２記載のペン先ホルダ。
【請求項１４】
　前記固定用スリーブ（４０）および前記支持筒（２０）が同じプラスチック材料から形
成されていることを特徴とする請求項１から１３のいずれか１項記載のペン先ホルダ。
【請求項１５】
　前記固定用スリーブ（４０）および前記支持筒（２０）が２種類のプラスチック材料か
ら形成されていることを特徴とする請求項１から１３のいずれか１項記載のペン先ホルダ
。
【請求項１６】
　前記支持筒（２０）が熱硬化性プラスチック材料から形成され、前記固定用スリーブ（
４０）が熱可塑性プラスチック材料から形成されていることを特徴とする請求項１５記載
のペン先ホルダ。
【請求項１７】
　前記芯（ＫＭ）が、接合関係で前記固定用スリーブ（４０）に固定されていることを特
徴とする請求項１から１６のいずれか１項記載のペン先ホルダ。
【請求項１８】
　前記芯（ＫＭ）が、融着または熱接着によって前記固定用スリーブ（４０）に固定され
ていることを特徴とする請求項１７記載のペン先ホルダ。
【請求項１９】
　前記芯（ＫＭ）が、係合関係で該固定用スリーブ（４０）に固定されていることを特徴
とする請求項１から１８のいずれか１項記載のペン先ホルダ。
【請求項２０】
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　前記芯（ＫＭ）が、該芯（ＫＭ）と前記固定用スリーブ（４０）との間の少なくとも一
箇所の噛合によって、前記固定用スリーブ（４０）に固定されていることを特徴とする請
求項１９記載のペン先ホルダ。
【請求項２１】
　前記芯（ＫＭ）および前記固定用スリーブ（４０）が同じプラスチック材料から形成さ
れていることを特徴とする請求項１から２０のいずれか１項記載のペン先ホルダ。
【請求項２２】
　前記芯（ＫＭ）および前記固定用スリーブ（４０）が異なるプラスチック材料から形成
されていることを特徴とする請求項１から２０のいずれか１項記載のペン先ホルダ。
【請求項２３】
　前記支持筒（２０）がその第２筒端（２０ｂ）に、前記ペン本体に結合するための結合
領域（３０）を備えていることを特徴とする請求項１から２２のいずれか１項記載のペン
先ホルダ。
【請求項２４】
　前記支持筒（２０）がその第２筒端（２０ｂ）において前記ペン本体を形成しているこ
とを特徴とする請求項１から２２のいずれか１項記載のペン先ホルダ。
【請求項２５】
　請求項１から２４のいずれか１項記載のペン先ホルダの製造方法であって、
　前記固定用スリーブ（４０）および前記支持筒（２０）を同じプラスチック材料で射出
成形によって形成し、前記固定用スリーブ（４０）および前記支持筒（２０）の射出成形
時において、前記固定用スリーブ（４０）に対し、前記芯（ＫＭ）をインサート部品の形
態で、接合関係および／または係合関係に結合することを特徴とするペン先ホルダの製造
方法。
【請求項２６】
　請求項１から２４のいずれか１項記載のペン先ホルダの製造方法であって、
　前記固定用スリーブ（４０）および前記支持筒（２０）を２種類の異なる合成樹脂材料
で同時押出し成形によって形成し、該同時押出し成形時において、前記固定用スリーブ（
４０）に対し、前記芯（ＫＭ）をインサート部品の形態で接合関係に結合することを特徴
とするペン先ホルダの製造方法。
【請求項２７】
　前記固定用スリーブ（４０）と前記芯（ＫＭ）との間の接合を、融着または熱接着によ
って行なうことを特徴とする請求項２５または２６記載のペン先ホルダの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１のおいて書き部分に記載されているような種類の、毛細管作用で塗
布液を送る芯のための、特に細線用筆記具(fineliner)の芯のためのペン先ホルダに関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　ペンは一方では、それぞれの使用目的に応じて、すなわち、例えば筆記用または化粧用
に応じて、選択的な機能性を持たなければならない。しかしながら他方では、これらのペ
ンは、安価に製造されなければならない。最後に、これらのペンの構造に関しては、塗布
液または筆記用インクを使い果たした後の廃棄を考慮する必要がある。これらの諸要求は
、部分的に互いに相容れないものがある。
【０００３】
　機能性に関しては、塗布液、特に筆記用インクを毛細管作用で送る芯またはカートリッ
ジを備えたペンの場合、これら芯が押圧力および曲げ力に対して著しく敏感であることに
留意しなければならない。特に筆記用ペンのペン先は、筆記中に上記押圧力も曲げ力も受
ける。ペン本体から自由に突出する筆記具のペン先が筆記動作中に曲がったり、弱い押圧
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力が加わったときに容易にペン本体の内部に引っ込んだりしないように、従来のペンは固
定用スリーブを備えている。この固定用スリーブは、芯またはカートリッジの外径に対応
する内径を有し、芯のペン先から僅かに軸線方向内側に配置された部分から支持筒の内部
に延び、これによって芯が固定用スリーブとともにペン本体に支持されている。
【０００４】
　特許文献１の冒頭には、この種のペン先のためのホルダを備えて筆記用ペンが開示され
ており、このペンでは、固定用スリーブが、押圧力が加わったときには、芯が固定用スリ
ーブとともにペン本体の内部へ引っ込むことができるように、固定用スリーブが支持筒に
弾性的に取り付けられている。この公知の筆記具の場合、固定用スリーブは金属製である
。明らかに、この構成は、筆記中における芯の安定に関しても、芯をペン本体に支持させ
ることについても理想的な効果を示すが、ペン本体や支持筒にはプラスチック材料が用い
られているので、固定用スリーブに金属を使用していることは、この種のペンに関して課
せられる要求、すなわち、安価に製造可能なことには満たしていない。何故ならば、特に
、化学的および／または物理的特性が著しく異なる材料を用いてペンを組み立てると問題
が生じるからである。さらに、二種類の材料を組み合わせると、一般にこの種のペンは使
用済みとなると焼却処分されるが、焼却時の温度では、金属部分が熱で溶けない部分とし
て残るので、二種類の材料を組み合わせることは、ペンの廃棄に関して不利である。
【０００５】
　さらに、金属からなる固定用スリーブとプラスチック材料からなる支持筒とを有する、
筆記ペンのための公知のペン先ホルダが特許文献２に記載されている。
【特許文献１】独国特許出願公開第４２ ２５ ３１２号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第０ ４６１ ２９２号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、一方では、芯を十分に安定させかつ支持し、他方では製造および廃棄
に関してコストのかからない、本明細書の冒頭に記載された種類のペン先ホルダおよびそ
の製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的は、ペン先ホルダに関する請求項１の特徴部分によって達成される。この目的
に関して有利な構造は従属請求項２～１８に記載されている。この関連において、このペ
ン先ホルダは、筆記用ペンおよび化粧用ペンの双方に使用可能である。したがって、「塗
布用ペン」と「筆記用ペン」、「塗布液」と「筆記用インク」等は同じ意味に用いられて
いることに注意すべきである。また、「インク導管」「芯」または「カートリッジ」も、
以後同じ意味に用いられていることに注意すべきである。
【０００８】
　固定用スリーブおよび支持筒が一体に結合されていることにより、双方の部品のために
一種類のみの材料を用いることが可能である。このことは、塗布液または筆記用インクを
使い果たした後の焼却に際して、廃棄されたペンを完全に消滅させることが可能なプラス
チック材料を用いることができる利点がある。さらに、製造工程が単純化され、これによ
って、このようなペンの価格を低減することができる。
【０００９】
　例えばペンの使用者が、塗布圧または筆圧を超えた大きな圧力をペンに加えることによ
って、芯が塗布または筆記中に破壊されるのを防止するために、もし固定用スリーブが、
芯またはインク導管とともに支持筒に対して軸線方向に弾性的に移動し得る態様で、固定
用スリーブが支持筒に対し一体に結合されていればさらに有利である。その移動に関する
軸線方向とは、支持筒またはペン本体の長手方向の中心線の方向に少なくともほぼ相当す
る。その場合に、軸線方向の弾性は、圧力が加えられたときに例えば固定用スリーブの一
部、または固定用スリーブと支持筒との間の上記結合部が半径方向へ膨出する態様で、上
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記固定用スリーブの一部または上記結合部によって得られ、これによって、芯が、または
芯および固定用スリーブの双方がペン本体内に向かって移動することが可能になり、かく
して加えられた圧力を弾性的にかわすことになる。もしインク導管に、またはインク導管
および固定用スリーブの双方に半径方向の弾性が要求される場合には、固定用スリーブの
さらに別の部分によって、あるいは既に説明した部分によって与えることができ、どちら
の場合も、半径方向の弾性の方が軸線方向の弾性よりも一般に低い。本発明によるペン先
ホルダは、芯または芯および固定用スリーブの軸線方向の移動のみが生じるように構成す
ることもできることは言うまでもない。
【００１０】
　軸線方向の弾性を確保するために、もし支持筒が少なくともほぼ完全に中空であり、か
つもし中空の支持筒の内壁と固定用スリーブの外壁との間に、固定用スリーブを同軸的に
取り囲むのが好ましい中間的空間が上記支持筒に対する一体的結合部の位置まで設けられ
ている場合には、上記一体的結合部の曲げ剛性または膨み剛性は、固定用スリーブおよび
／または支持筒のそれよりも低いことが好ましい。上記低いレベルの一体的結合部の曲げ
剛性または膨み剛性は、上記一体的結合部の適切な幾何学的構造によって、および／また
は上記一体的結合部に関する材料の適切な選択によって得ることができる。
【００１１】
　上記中間的空間はまた、固定用スリーブまたは一体的結合部に必要とされる、支持筒に
対する軸線方向の弾性および／または半径方向の易動性に関して、固定用スリーブまたは
一体的結合部の上述した半径方向の膨出を可能にするのに役立つ。
【００１２】
　固定用スリーブが支持筒に、特に支持筒の内側に、ペン本体に面する固定用スリーブの
第２スリーブ末端によって結合されていることによって、固定用スリーブと支持筒との間
の特に良好な結合が達成される。この構造は、固定用スリーブの第２末端と支持筒の内壁
との間の領域と、固定用スリーブの芯を抱く部分との間に設けられ、既に何度も説明した
、固定用スリーブの軸線方向の弾性を許容する弾性領域を提供する。この点について、も
し、固定用スリーブと上記中間的空間が、支持筒の長手方向中心線に対して同軸的関係に
配置されているならば有利である。この点について、もし、固定用スリーブの軸線方向の
長さが支持筒のそれよりも短く、そしてもし、固定用スリーブおよび芯または固定用スリ
ーブと支持筒との間の一体的結合部の少なくとも軸線方向の易動性を許容する固定用スリ
ーブの部分が、芯に接触する部分ないし芯を支持する固定用スリーブの部分よりも軸線方
向に長ければ、有利である。
【００１３】
　この関連において、支持筒の内壁に対する第３スリーブ部分の結合部のみが、一体的結
合部または肉厚部と呼ばれることが指摘される。肉厚部および第３スリーブ部分を一体的
結合部と呼んでもよいことは言うまでもない。支持筒の内壁と固定用スリーブの外壁との
間には、芯ＫＭの、あるいは芯ＫＭおよび固定用スリーブの軸線方向の易動性を許容する
連続的な、すなわち一体的な結合部が存在することのみが決定的である。
【００１４】
　数々の利点を有する本発明によるペン先ホルダのための簡単な製造方法を実現するため
に、固定用スリーブが、その前記第１スリーブ末端から延びかつその内壁が組立て状態に
おいて芯を取り囲む少なくとも一つの第１スリーブ部分と、その第２スリーブ末端から延
びかつ第１スリーブ部分から第２スリーブ末端に向かって切頭円錐形状に拡径する第３ス
リーブ部分とを有するのであればさらに好ましい。その場合に、固定用スリーブと支持筒
との間の上記一体的結合部を、支持筒の内壁に向かって半径方向に延びかつ固定用スリー
ブの第２スリーブ末端を取り囲む突出部によって形成し、上記一体的結合部の位置で第３
スリーブ部分の切頭円錐体が終端している構成とすることができる。しかしながら、上述
したように、第３スリーブ部分およびこの第３スリーブ部分が支持筒の内壁に嵌合してい
る突出部も一体的結合部を形成することができる。さらに、固定用スリーブは、少なくと
もその第１スリーブ部分をもって支持筒の第１筒端から外部に突出することができる。さ
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らに、芯を固定用スリーブに固定するために、組立て状態において芯を、好ましくは例え
ば融着、熱接着等のような接合手段によって固定用スリーブに固定的に結合することがで
きる。
【００１５】
　固定用スリーブの軸線方向の易動性、特にその支持筒内またはペン本体内への易動性を
高めるために、もし上記一体的結合部および／または固定用スリーブの一部に少なくとも
1個の、好ましくは互いに等間隔に配置された３個の通気孔を備えていれば有利である。
【００１６】
　本明細書の冒頭に説明したように、支持筒と一体の固定用スリーブの構造により、双方
の部品に単一の材料を使用することが可能になる。この点についても上述したように、例
えば、ポリアミド、ポリアセチル、ポリエチレンまたはポリプロピレンなどのプラスチッ
ク材料を有利に用いることができる。
【００１７】
　しかしながら、支持筒と一体の固定用スリーブの構造は、固定用スリーブと支持筒とに
、それぞれ異なる材料用いることによっても達成することができる。そのような場合、本
発明によるペン先ホルダは、二成分手法を用いて製造することができる。その場合に、こ
のペン先ホルダを同時押出し成形によって製造することができ、芯は同時押出し成形時に
インサート部品として処理される。
【００１８】
　本発明によるペン先ホルダを製造するためのさらなる可能な方法は射出成形を用いるも
のであり、芯は射出成形型内に自動的に配置することができ、その周囲の型内に熱したプ
ラスチック材料が射出される。
【００１９】
　固定用スリーブと芯との間の安定的結合は、種々の方法で行なうことができる。この結
合は、一方では、融着または熱接着によるのが好ましい接合手段によって行なうことがで
きる。それに代わるものとして、あるいはそれの補助的手段として、芯を、少なくとも芯
と固定用スリーブとの間の噛合によるのが好ましい係合手段によって固定用スリーブに固
定的に結合することができる。
【００２０】
　芯に適した材料は、芯に対するそれぞれの要求に応じて選択することができる。そのよ
うな場合、芯および固定用スリーブは、異なるプラスチック材料で作成することができる
。さらに製造を簡単にするためには、芯および固定用スリーブを同じプラスチック材料で
形成するのがよい。
【００２１】
　本明細書の冒頭で説明したように、ここで論議したこの種のペンの経済的な成功をもた
らす本質的な要素は、製造コスト、したがって最終的な価格である。特に、固定用スリー
ブおよび支持筒に同じプラスチック材料を用いた場合、このペン先ホルダを射出成形で製
造することができ、その場合に、芯は、支持筒および固定用スリーブのための射出成形に
おいて、インサート部品の形態で、固定用スリーブに対する接合および／または係合関係
をもって結合することができる。支持筒および固定用スリーブを異なるプラスチック材料
で形成する場合には、両者を同時押出し成形で形成すると、一体に結合された固定用スリ
ーブおよび支持筒の特に安価な製造を達成することができ、芯は、同時押出し成形におけ
るインサート部品の形態で固定用スリーブに接合することができる。しかしながら、その
場合も、固定用スリーブおよび支持筒が同じプラスチック材料から形成することも原理的
には可能である。
【００２２】
　すでに固定用スリーブに導入された芯とペン本体の結合のみでなく、支持筒と、この支
持筒に一体的に結合される固定用スリーブとの間の単純な結合を可能にするために、支持
筒がその第２筒端に、ペン本体に対する結合のための結合領域を備えていればさらに有利
である。同様に、支持筒がその第２筒端においてペン本体自体を形成していてもよい。
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【００２３】
　製造方法に関しては、前述の目的は、請求項１９および２０の特徴部分によって達成さ
れる。請求項２１は、これに関連する有利な形態である。この点について、本発明による
製造方法によれば、ペン先についてすでに説明したのと同様の利点を有するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　本発明のさらなる有利な構成および実施の形態を、図面を参照して以下に説明する。こ
ここで用いられている、「左」、「右」、「下」および「上」は、参照番号および正常に
判読可能なマークの付された図面に関するものである。
【００２５】
　図１および図２に示された塗布用ペン先のホルダ１０は、下記に詳述するように、結合
部５０において結合されて一体化された支持筒２０および固定用スリーブ４０を備えてい
る。これら支持筒２０および固定用スリーブ４０は、塗布用ペン先のホルダ１０の長手方
向の中心線Ｍに関して回転対称である。固定用スリーブ４０から上方に突出するペン先Ｓ
Ｐを備えた、塗布液またはインクを毛細管作用で送るための芯ＫＭあるいはカートリッジ
が長手方向の中心線Ｍと同軸的に配置されている。芯ＫＭは、やはり下記に詳述するよう
な態様で、固定用スリーブ４０に固定されている。
【００２６】
　特に図２に示されているように、前端が切断されたロケットの先端のような形状を有す
る支持筒２０は、この支持筒２０と固定用スリーブ４０との間の結合部５０に至るまで第
１空洞部２２と第２空洞部２４とを備えている。第１空洞部２２は、一体的結合部５０ま
たは固定用スリーブ４０に属する部分によって第２空洞部２４から隔離されている。
【００２７】
　支持筒２０は、ペン先ＳＰの方向に面する第１筒端２０ａに開口部２６を備えており、
この開口部２６の平面は、長手方向の中心線Ｍにほぼ直交しており、この開口部２６によ
って第１空洞部２２が外部に開口している。この配置において、第１筒端２０ａは、凸状
の丸みを帯びた外縁を備えている。支持筒２０は、ペン先ＳＰの反対側に面する第２筒端
２０ｂにも開口部２８を備えており、この開口部２８の平面は、長手方向の中心線Ｍにほ
ぼ直交しており、これによって第２空洞部２４が外部に開口している。
【００２８】
　さらに支持筒２０は、軸線方向にこの順に並んだ全部で三つの支持筒部分２０ｃ、２０
ｄ、２０ｅを備えており、これらが支持筒２０の外面を区切っている。第１部分２０ｃは
、支持筒２０の第１筒端２０ａからペン先ＳＰ側とは反対側に延びる円筒を形成し、第３
部分２０ｅは、支持筒２０の第２筒端２０ｂからペン先ＳＰ側に向かって延びる円筒を形
成している。図２から特に明らかなように、第３部分２０ｅの外径および内径は、それぞ
れ第１部分２０ｃの外径および内径よりも大きい。さらに第２部分２０ｄは、第１部分２
０ｃを第３部分２０ｅに結合しているが、第３部分２０ｅの外径および内径がそれぞれ第
１部分２０ｃの外径および内径よりも大きいために、第２部分２０ｄの外面および内面は
少なくとも一部分において切頭円錐体を形成している。これに関連して、第１空洞部２２
は、第１開口部２６から、支持筒２０の第１部分２０ｃからほぼ第２部分２０ｄへの移行
部まで延び、したがって、第２空洞部２４は、第２開口部２８から、支持筒２０の第１部
分２０ｃからほぼ第２部分２０ｄへの移行部まで延びている。また、図２から明らかなよ
うに、第２空洞部２４は、円筒状領域（符号なし）と円錐台状領域（やはり符号なし）と
を備えている。上記円筒状領域は、第２開口部２８から、支持筒２０の第２部分２０ｄの
ほぼ中央まで延びている。支持筒２０の第１部分２０ｃから第２部分２０ｄへの移行部は
、第２空洞部２４の円錐台状領域にほぼ従っている。
【００２９】
　支持筒２０の第３部分２０ｅには、ペン等の本体（図示せず）に塗布用ペン先ホルダ１
０を例えば接合によって取り付けるのに役立つ結合部３０が設けられている。ペン本体を
ペン先ホルダ１０に正確に位置決めするために、支持筒２０の第３部分２０ｅの中央部近
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傍には、この３部分２０ｅの外径よりも大径の突当てカラー３２が第３部分２０ｅの外周
を巡って突設されている。さらに、結合部３０には、第２開口部２８からペン先ＳＰに向
かって延びる結合面３４が形成されている。また、突当てカラー３２と結合面３４との間
には、突当てカラー３２の外径よりも小径であるが結合面３４の外径よりも大径の中間結
合面３６が設けられている。
【００３０】
　さらに、支持筒２０をペン本体（図示せず）に結合する手段として、支持筒２０をペン
本体に嵌めたときに、ペン本体の内周面に形成されている突条を係止する環状溝を結合部
３０に形成することもできる。ここに接着剤等を使用してもよい。さらに、支持筒２０と
ペン本体との間に、結合目的のいかなる係止手段を用いてもよい。
【００３１】
　固定用スリーブ４０も、ペン先ＳＰ側に面する第１スリーブ末端４０ａと、ペン先ＳＰ
側とは反対側に面する第２スリーブ末端４０ｂとを備えている。第１および第２スリーブ
末端４０ａ，４０ｂは開口部（符号なし）を備えており、開口部面はそれぞれペン先ホル
ダ１０の長手方向の中心線Ｍと直交し、これらの開口部によって、固定用スリーブ４０内
の空洞の一端が外部に開口し、他端が第２空洞部２４に開口している。
【００３２】
　また、固定用スリーブ４０は、軸線方向に順に並んだ３個のスリーブ部分４０ｃ，４０
ｄおよび４０ｅに分かれている。ほぼ円筒状の第１スリーブ部分４０ｃは、第１スリーブ
末端４０ａから支持筒２０の第２筒端２０ｂに向かって延びている。第１スリーブ部分４
０ｃには、切頭円錐形の第２スリーブ部分４０ｄが連続している。しかしながら図２から
明らかなように、第２スリーブ部分４０ｄの切頭円錐形は、固定用スリーブ４０の内部に
おいて円筒状の第１スリーブ部分４０ｃに連続するように外形が制約されている。またこ
のことによって、第２スリーブ部分４０ｄに、固定用スリーブ４０によるペン先固定作用
に適した材料厚さが与えられる。最後に、第２スリーブ部分４０ｄには、やはり切頭円錐
形の第３スリーブ部分４０ｅが接続している。しかしながらこの場合は、第２スリーブ部
分４０ｄとは異なり、外面も内面も同じ形状を有しているので、固定用スリーブ４０の内
部空洞の形状が、円筒形から、支持筒２０の第２筒端２０ｂに向かって拡径される切頭円
錐形に変わり、したがって、第３スリーブ部分４０ｅの壁厚は薄くほぼ一定である。この
場合、固定用スリーブ４０の内部空洞の円筒状空洞部分から、固定用スリーブ４０の内部
空洞の切頭円錐形空洞部分への移行部分は、固定用スリーブ４０の内部空洞の内径が徐々
にではなく急激に拡大するように変化している。
【００３３】
　図２から明らかなように、固定用スリーブ４０は、支持筒２０の内部の一部分に配置さ
れている。固定用スリーブ４０の第１および第２スリーブ部分４０ｃ，４０ｄおよび第３
スリーブ部分４０ｅの一部が、第１開口部２６を通じて支持筒２０の第１筒端２０ａから
突出している。
【００３４】
　さらに、第１および第２スリーブ部分４０ｃ，４０ｄの内径は芯ＫＭの外径に等しく、
これによって、下記に詳述するように、芯ＫＭと固定用スリーブ４０との間の固定が可能
になっている。これに対して、第３スリーブ部分４０ｅの内径は、芯ＫＭの外径よりも著
しく大きい。さらに、第１、第２および第３スリーブ部分４０ｃ，４０ｄ，４０ｅの外径
は、支持筒２０の第１部分２０ｃの内径よりも著しく小さいので、支持筒２０の第１空洞
部２２の領域においては、第１空洞部２２内にほぼ完全に配置された第３スリーブ部分４
０ｅの外壁と、支持筒２０の第１部分２０ｃの内壁との間には、その作用が下記に詳述さ
れている中間的空間（符号なし）が存在している。
【００３５】
　第２スリーブ末端４０ｂの領域においては、ほぼ完全に外周を巡って延びている結合部
５０によって固定用スリーブ４０が、支持筒２０の第１部分２０ｃから第２部分２０ｄへ
の移行領域において支持筒２０の内壁に一体に結合されている。この場合、結合部５０は
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、材料を厚くすることによって形成されている。固定用スリーブ４０の第３スリーブ部分
４０ｅの寸法、特に第３スリーブ部分４０ｅの外径寸法と、支持筒２０の第１部分２０ｃ
の内壁と第３スリーブ部分４０ｅの外壁との間に形成された中間的空間の寸法は言うまで
もなく、上記厚くされた一体の結合部５０は、ペン先ＳＰに筆圧が加わったときに第２ス
リーブ部分４０ｄの領域において固定用スリーブ４０が支持筒２０の第２部分２０ｄの内
壁の方向へ膨出することを可能にし、これによって、第１および第２スリーブ部分４０ｃ
，４０ｄの双方が、それらに固定されている芯ＫＭとともにペン本体の方向に支持筒２０
内へ移動することができる。さらに、固定用スリーブ４０と支持筒２０との間の移行部に
おいて肉厚とされた結合部５０は、固定用スリーブ４０の第１筒端４０ａが一端を結合部
５０においてクランプされた梁のように動作することができるので、固定用スリーブ４０
が、特にその第１筒端４０ａが半径方向へ僅かに移動するのを可能にする。
【００３６】
　この関係で、支持筒２０の内壁に対する第３スリーブ部分４０ｅの結合のみが、一体的
結合部または肉厚部５０と呼ぶことができることが指摘される。肉厚部５０および第３ス
リーブ部分４０ｅも一体的結合部と呼ぶことができることは言うまでもない。支持筒の内
壁と固定用スリーブの外面との間には、芯ＫＭの、あるいは芯ＫＭおよび固定用スリーブ
４０の軸線方向の、もし必要であれば半径方向の移動をも可能にする連続的な、すなわち
一体的な結合部が存在することのみが決定的である。
【００３７】
　図３から明らかなように、結合部５０または第３スリーブ部分４０ｅは、支持筒２０の
周方向に等間隔に配置された３個の通気孔５０ａを備えている。固定用スリーブ４０が支
持筒２０の内部に移動したときに、これら通気孔５０ａは、第１に固定用スリーブ４０の
内部に存在する空気を逃がして移動させる役目を果たす。さらに、固定用スリーブ４０お
よび芯ＫＭの軸線方向および／またはことによると半径方向の易動度は、これら通気孔５
０ａの影響を受ける。１個または複数個の通気孔５０ａを固定用スリーブ４０の第３スリ
ーブ部分４０ｅの領域に設けることが可能なことにも注意すべきである。
【００３８】
　本実施の形態では、固定用スリーブ４０と支持筒２０との間の肉厚部または結合部５０
が完全に一周しているように図示されている。しかしながら、材料の節約のために、およ
び／または、軸線方向および／または半径方向の弾性のために、結合部５０が周方向に部
分的に存在する態様で設けられていてもよい。同様に、第３スリーブ部分４０ｅの壁の厚
さを変えて、あるいは第３スリーブ部分４０ｅの寸法を変えて、軸線方向および／または
半径方向の弾性に影響を与えることも可能である。
【００３９】
　上述したように、固定用スリーブ４０と芯ＫＭとの間の結合は、接合または係合によっ
て行なうことができる。図４は、芯ＫＭと固定用スリーブ４０との間の係合による結合状
態を示し、固定用スリーブ４０の第１スリーブ部分４０ｃの領域において互いに軸線方向
に間隔をおいた２本の環状溝６０が芯ＫＭに刻設されている。次いで、図４に示されてい
るように、本発明による芯ＫＭの結合時に、固定用スリーブ４０の材料が上記環状溝６０
内に係入する。この場合の結合は、固定用スリーブ４０がその第１スリーブ部分４０ｃの
領域に、芯ＫＭに設けられた２本の環状溝６０に係合する２本の突条を備えることによっ
て、機械的に行なうことができる。同様に、上記結合は、射出成形工程または同時押出し
成形工程において、軟らかいままの固定用スリーブ４０の材料が、固定用スリーブ４０の
第１スリーブ部分４０ｃの領域において２本の環状溝６０内に流入する態様で行なうこと
できる。
【００４０】
　本発明によるペン先ホルダ１０は、２種類の方法で製造することができる。その一つは
、射出成形によるものであり、その場合には、芯ＫＭが、インサート部品の形態でペン先
ホルダ１０に、特に固定用スリーブ４０に直接的に結合される。このことは、固定用スリ
ーブ４０と支持筒２０とを同じプラスチック材料で形成する場合に特に有利である。これ
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に対して、固定用スリーブ４０と支持筒２０とを異なるプラスチック材料を用いて形成す
る場合には、支持筒２０が熱硬化性プラスチック材料から形成され、固定用スリーブ４０
が熱可塑性プラスチック材料から形成され、同時押出し成形によって行なうことができ、
その場合には、芯ＫＭが、インサート部品の形態で固定用スリーブ４０に同時に結合され
る。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】芯が挿入された状態の本発明によるペン先ホルダの外観図
【図２】本発明によるペン先ホルダの図１の II－II 線に沿った縦断面図
【図３】図１の III－III 線に沿った拡大断面図
【図４】図２にＺで示された部分の拡大部分図
【符号の説明】
【００４２】
　１０　　ペン先ホルダ
　２０　　支持筒
　２２　　第１空洞部
　２４　　第２空洞部
　２６　　第１開口部
　２８　　第２開口部
　３０　　結合領域
　４０　　固定用スリーブ
　５０　　結合部
　ＫＭ　　芯

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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